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l
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ら
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や
う
な
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し
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不
乙
。」
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位
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、
「
お
い
で
下
さ
い
ま
せ
ん
で
せ
う
か
。」
の
下
)
〔
全
集
〕

-t
(「ゆ
っ
く
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お
話
し
た
い
の
で
す
け
ど
。」
の
次
行
)

(丸
括
弧
、
「
今
秋
、
」
か
ら
「
考
へ
て
ゐ
た
と
こ
ろ
で
し
た
。」
ま
で
)
〔全

集〕

l
t

(丸
括
弧
の
頭
の
み
、
「
今
秋
、
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か
ら
「
考
へ
て
ゐ
た
と
こ
ろ
で

し
た
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の
文
の
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頭
に
)
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。
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落
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。
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で
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け
ど
。

不
乙
。

¥
今
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、
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し
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も
り
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小
説
の
題
を
、
「
十
字
架
」
「
感
傷
」

一
「
審
判
の
秋
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「
自
画
像
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な
ど
い
ろ
い
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考
へ
て
ゐ
た
と
こ
ろ
で
し

/
た
。
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治
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〔
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集
〕

1
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7
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察
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申
し
上
げ
ま
す
。

(改
行
な
し
)
六
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五
日
〔
全
集
〕

l
t

(改
行
)
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し
)
い
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ろ
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(
主
婦
之
友
社
、
昭
和
十

六
年
八
月
)。

兄
の

出
島
民
|
|
昭
和
十
六
年
六
月
三
十
日
、
佐
藤
春
夫
夫
妻
の
媒
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で
鷲

谷
の
料
亭

・
志
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、
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。
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。
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水
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二
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。
杉
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清
水
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二
十
四
番
地
。

昨
夜
は
失
礼
い
た
し
ま
し
た
。

お
ゆ
る
し
下
さ
い
。
井
伏
さ
ん
か
ら
速
達
が
ま
ゐ
り
ま
し
て
、
二
十

九
日
に
兄
が
清
水
町
へ
ゐ
ら
っ
し
ゃ
る
と
都
合
よ
ろ
し
き
旨
、
お
っ

し
ゃ
っ
て
ゐ
ま
す
が
、
ど
う
し
ま
す
か
。
二
十
八
日
の
夜
な
ら
、
あ
る

ひ
は
井
伏
さ
ん
、
ゐ
ら
っ
し
ゃ
ら
な
い
か
も
知
れ
な
い
。
で
も
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れ
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決
定
下
さ
い
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。

ど
う
か

〔全
集
〕

l
t
ど
う
か
、

そ
れ
で
は
、
〔
全
集
〕

l
t
そ
れ
で
は

奥
さ
ん
に
〔
全
集
〕

l
t
奥
さ
ん
に
、

【ノ

l
ト
}

昨
夜
|
|
山
岸
外
史
、
佐
藤
や
す
の
結
婚
披
露
宴
。
太
宰
は
そ
の
裏
方
を
務

め
た
。

拝
啓
。

昨
夜
は
、
ほ
ん
た
う
に
お
め
で
た
う
。
野
暮
の
書
生
な
の
で
、
行
き

と
ど
か
ず
、
失
礼
な
事
も
あ
っ
た
と
思
ひ
ま
す
が
、
そ
の
点
は
、
ど
う

か
、
至
情
に
め
ん
じ
て
お
ゆ
る
し
下
さ
い
。

会
計
の
一
端
に
も
、
と
思
ひ
五
十
円
ば
か
り
懐
中
し
て
行
っ
た
の

で
す
け
れ
ど
、
そ
れ
で
は
之
は
、
こ
ん
ど
私
た
ち
で
御
夫
妻
を
御
招
待

し
た
時
に
全
部
使
は
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
奥
さ
ん
に
、
よ
ろ
し
く
。

お
仕
事
が
、
す
っ
か
り
す
ん
だ
頃
に
は
、
ゆ
っ
く
り
三
鷹
へ
も
あ
そ

び
に
お
い
で
下
さ
い
。

本
郷
区
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木
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五
十
番
地

山

岸
外
史
様

七
月

一
日

府

下

三
鷹
町
下
連
雀

一
一
三
太
宰
治
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、
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J
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ぺ
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一
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へ
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T
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t
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K
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ふ
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d
十
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、
木
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も
L
f
J
l
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ゑ
V

K

ム
ふ
!
?
~
枠

ヘ，
l
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i，l 

{校
異
}

拝
復
。
〔
全
集
〕

1

4
7

拝
復

脱
文

(「必
要
も
無
い
と
思
は
れ
ま
す
。」
の
後
)
〔
全
集
〕

l
t家
庭
に
て

四
肢
を
伸
ば
し
て
休
息
な
さ
る
の
も
必
要
と
思
ひ
ま
す
。

行
き
ま
す
。
〔
全
集
〕
|
iv
行
き
ま
す

{ノ

l
卜】

マ
マ
、
マ
マ
と
呼
ん
で
:
:
:
|
|
山
岸
外
史

「人
間
太
宰
治
」
に
は
「
新
妻

ヤ
ス
子
の
こ
と
を
先
妻
の
三
人
の
遺
児
が
、
す
ぐ
慕
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ

る
」
と
あ
る
。

拝
復
。

御
て
い
ね
い
の
御
手
紙
を
い
た
だ
き
恐
縮
し
ま
し
た
。
過
分
の
お

言
葉
で
、
い
た
み
い
り
ま
し
た
。

私
は
つ
ま
ら
な
い
後
輩
で
す
。
こ
れ
か
ら
兄
に
、
何
か
と
助
け
ら
れ

て
行
く
事
と
思
ひ
ま
す
。

三
鷹
へ
お
い
で
の
事
は
、
兄
の
御
仕
事
次
第
で
、
別
に
お
い
そ
ぎ
の

必
要
も
無
い
と
思
は
れ
ま
す
。
家
庭
に
て
四
肢
を
伸
ば
し
て
休
息
な

さ
る
の
も
必
要
と
思
ひ
ま
す
。
(
マ
マ
、
マ
マ
と
呼
ん
で
:
:
:
)
と
い

ふ
御
手
紙
の

一
箇
所
、
眼
が
熱
く
な
り
ま
し
た
。
本
当
に
、
よ
か
っ
た
。

兄
の
御
教
育
が
、
よ
か
っ
た
の
で
す
よ
。
三
鷹
へ
は
、
い
つ
で
も
よ
い

の
で
す
。
七
、
八
日
で
も
、
九
、
十
日
で
も
、
も
っ
と
後
で
も
。
(佐

藤
、
井
伏
両
先
生
へ
は
、
私
か
ら
も
昨
日
礼
状
を
出
し
て
置
き
ま
し

た
。
)
私
は
、
け
ふ
か
ら
歯
医
者
へ
行
き
ま
す

本
郷
区
駒
込
千
駄
木
町
五
十
番
地
山
岸
外
史
様

七
月
三
日

府

下

三
鷹
町
下
連
雀

一
一
一
二

太
宰
治
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書
簡
番
号
の

昭
和
同
年

F1
9
4
1
年

)
7
月
白
日
〔
日
に
ち
直
筆
、
消
印
〕

ルールは
d

μ
yし
ゅ

ー爪

供
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に
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ハ
d
M了、

L
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L
h
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t
丸

川、ぷ

九
一が
は
代
/
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干
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・
?
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℃
仏
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ザ
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X
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w
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J

d
叩

ー
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'/~rL札
。

V

べ
1
れ

に

L
え
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‘

，1
a
ιい
ほ

え

い

ど

ず

?

た

む

す

ね

。

。

え

の

・

役

所

代

、
以
バ
ペ
伶
パ
吋
℃

3

J込
7
4
U
L
h
q
れ

づ

い

怜

同

誌

に

iり
い

て

司

L
τ
;
L
に
)

/灸

治

L

n

原
町
、
千

人~士
〉

F

ル
打
立
て

た
は
川
/
九
勺

/
、
与
し
J

ホ
代
子
、
ム

孔
の
な
ボ
A
.
し

1
、
‘
、
丸
、
。

/

-

1
4
d
4
1

つ

れ

ま

れ

r

S
7、守よ
い.
t
ち
し
く
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h
fベ

ハ
~

/
7
1ふ
れ

町
J

ム

f↑

υ
ケ
之
ー
私

会
がは使容

4司

F
F
F

十
1
1

r

o

、
/
げ

1
hド

L
才包

町
，
ト

4
4吃
・

r

f

l

 

，ナ
?
?
!
止

{
校
異
}

拝
復
〔
全
集
〕
1

4
7

拝
復
。

ま
た
〔
全
集
〕
1

4
7

ま
た
、

(脱
文
。
「
そ
れ
に
し
て
も
、」
の
後
)
〔
全
集
〕

l
t
そ
れ
は
又
ひ
ど
か
っ
た

で
す
ね
。

(改
行
な
し
)
い
づ
れ
ま
た
。
〔全
集
〕

l
t

(改
行
)

持
復
。

先
日
は
、
ま
こ
と
に
失
礼
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
た
び
は
御

手
紙
を
持
諦
し
て
、
思
は
ず
ニ

ヤ
リ
と
会
心
の
微
笑
を
禁
じ
得
ま
せ

ん
で
し
た
。
そ
れ
に
し
て
も
、
そ
れ
は
又
ひ
ど
か
っ
た
で
す
ね
。
夏
の

夜
の
快
談
(
怪
談
と
書
く
つ
も
り
で
し
た
の
に
、
つ
い
快
談
と
書
い
て

し
ま
ひ
ま
し
た
)
乗
越
し
の
様
式
が
全
く
新
型
で
、
や
は
り
新
人
ら
し

い
爽
快
な
も
の
を
感
じ
ま
し
た
。

い
づ
れ
ま
た
。
奥
さ
ま
に
よ
ろ
し
く
。

本
郷
区
駒
込
千
駄
木
町
五
十

山
岸
外
史
様

三
十

一
日

府

下

三
鷹
町
下
連
雀
一

一
三

太
宰
治
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v
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L
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一
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よ
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-
-
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、
ぺ

V

は
ー
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光
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n
S
4
F
丘小
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e

勺
ミ
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収
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寸
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孫
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T

?

f
ヨ
(
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刊
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'
w
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J
7
い
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ー
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名
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2
1
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い

へ
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h
f

強
て
一
一
は
r
e
'
r
へ
り

'y
l弘

c

い争ー

も
?
に
な
け
a
h

，M

V

1

4

竹

V

い
例
ヤ
ふ
祢
し
ゃ
引

なけゆ

v
d、
立
小
ハ
弘
、
明
p
h
h

令
1

・
七
え
い

ヤ内

3
づ
》
も
り
勺
今
fe

行

年
~
川
市
旬
、
を
も

6

〈
J

υ

ハー
及
、
f

Y
A
b
ヘ/九

Ar
代

fvr円
九
%へ対
〆
f
'V
J2
7
1

昭
和
同
年

(1
9
4
1
年
)
8
月
初
日
〔
日
に
ち
直
筆
、
消
印
〕
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-
4

ヂ

ハ川、可
じ

い

乙
fT
f県

木

K
l

1
z
T!
右前九

け作
之

枠

、
•• 1

U
 

3
7
l

、人

、

戸
/ヴ
1
h

L
i

v
l
ペト

16
1

hF

・

4

k

-

五

千
八
に
ふ
均
千

1
1

レム

{
校
異
】

あ
ひ
ま
し
た
。
〔
全
集
〕

l
tあ
り
ま
し
た
。

【
ノ
l
ト】

知
人
|
|
北
芳
四
郎
。
品
川
区
大
崎
で
洋
服
仕
立
て
業
を
営
む
。
津
島
家
と

の
つ
な
が
り
か
ら
、
太
宰
の
東
京
で
の
世
話
人
と
な
る
。

こ
っ
そ
り
故
郷
へ
老
母
に
逢
ひ
に
ー
ー
ー
義
絶
中
だ

っ
た
た
め
、
叔
母
キ
ヱ
宅

に
泊
ま
り
、
母
た
ね
を
見
舞
う
。

御
ぶ
さ
た
申
し
て
居
り
ま
す
。

旅
に
出
て
仕
事
す
る
つ
も
り
で
居
り
ま
し
た
ら
、
故
郷
の
老
母
が
、

た
い
へ
ん
衰
弱
し
て
ゐ
る
と
の
事
で
、
知
人
に
連
れ
ら
れ
て
、
こ
っ
そ

り
故
郷
へ
老
母
に
逢
ひ
に
行
き
ま
し
た
。
十
年
振
り
で
あ
り
ま
し
た
。

故
郷
の
い
ろ
い
ろ
な
人
に
逢
ひ
ま
し
た
。
た
い
へ
ん
疲
れ
て
、

一
昨
日

か
へ
り
ま
し
た
。
仕
事
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
疲
れ
の
な
ほ

り
次
第
、
ま
た
明
日
に
で
も
旅
に
出
る
つ
も
り
で
す
。
行
先
は
、
ま
だ

き
ま
っ
て
居
り
ま
せ
ん
。
九
月
に
は
、
ま
た
本
郷
へ
遊
び
に
行
き
ま
す
。

本
郷
区
駒
込
千
駄
木
町
五
十
番
地
山
岸
外
史
様

二
十

六

日

府

下

三
鷹
町
下
連
雀

一
一
三

太
宰
治
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4
1
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9
月
8
日
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水
戸
内
己
お
ヰ

郵

手
伝
、
外
守
主
?
i1

…・r存
!
川
作
え
払

川
内

-M
下
乙
h

ゐ
e
w可
干
さ

t

a--ι
Z

4・‘
t
，、

可

/'1r

y、ト
r
i
l
p
礼

【
校
異
】

拝
啓
〔
全
集
〕

l
v拝
啓
、

帰
り
ま
し
た
。
〔全
集
〕

l
v帰
り
ま
し
た

(改
行
)
や
っ
と
三
十
枚
〔
全
集
〕

l
v
(改
行
な
し
)

書
き
ま
し
た
。
〔
全
集
〕

l
t
書
き
ま
し
た

書
か
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
〔全
集
〕

l
+
書
か
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん

(改
行
)
世
情
が
〔
全
集
〕
|
す

(改
行
な
し
)

く
る
し
く
な
り
ま
し
た
。
〔全
集
〕

l
t
く
る
し
く
な
り
ま
し
た
、

御
伺
ひ
い
た
し
ま
す
。
〔全
集
〕

l
t
御
伺
ひ
い
た
し
ま
す

記
念
写
真
、〔
全
集
〕

l
t
紀
念
写
真
、

そ
れ
か
ら
先
夜
、
〔
全
集
〕
そ
れ
か
ら
、
先
夜
、

拝
啓
、

昨
日
、
旅
行
か
ら
帰
り
ま
し
た
や
っ
と
三
十
枚
書
き
ま
し
た

今
月
は
も
う
六
十
枚
く
ら
ゐ
書
か
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
世
情
が

き
び
し
く
な
っ
て
ゐ
る
や
う
で
書
く
の
も
く
る
し
く
な
り
ま
し
た
、

い
づ
れ
御
伺
ひ
い
た
し
ま
す

阿
部
の
と
こ
ろ
で
写
し
た
紀
念
写
真
、
出
来
て
来
ま
し
た
。
阿
部
と
、

そ
れ
か
ら
阿
部
の
細
君
か
ら
、
貴
兄
に
よ
ろ
し
く
と
言
っ
て
来
ま
し

た
。
写
真
そ
の
う
ち
お
と
ど
け
す
る
。
そ
れ
か
ら
、
先
夜
、
蛇
の
目
傘

お
借
り
し
て
、
そ
の
ま
ま
に
な
っ
て
居
り
ま
す
。
よ
い
機
に
、
お
と
ど

け
致
し
ま
す

本
郷
区
駒
込
千
駄
木
町
五
十

府
下
三
鷹
町
下
連
雀

一一一
二

山
岸
外
史
様

太
宰
治

お
と
ど
け
致
し
ま
す
。
〔全
集
〕

l
vお
と
ど
け
致
し
ま
す

【ノ

l
ト】

も
う
六
十
枚
く
ら
ゐ
|
|
「風
の
便
り
」
を
指
す
。

阿
部
ー
ー
ー
阿
部
合
成
。
青
森
中
学
の
同
級
生
で
洋
画
家
。
山
岸
と
は
太
宰
の

家
で
知
り
合
い
、
そ
の
後
井
伏
鱒
二
宅
で
も
出
会
い
意
気
投
合
す
る
。
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z
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す
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孔
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f
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!
7
h
l
I
、
し
か
ら
‘
オ
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ゆ
1
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私
ム
ダ
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汁
矢
よ
い
乞
ヂ
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ヘ
ワ
k
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f
jイ
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ひ

い
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恥

φ
f
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y
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v
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タ

仰

い

吃

い

み

うー
し
く

つ弘
げ
?

弓

7
・

山

1
9
4
1
年
)
10 
月
11 
日

〔
日
に
ち
直
筆
、
消
印
〕
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ーす，
f

今
己
わ
ア

7w貯
水
町
)

込

fi--

~1 
‘h 

と

キゑ

￥
J
//一
、

J
V/汀
l
L
e
y
-ト
e
t

一
一

-
L

ナ
ヘ
?
?
h
t
11

しL

【
校
異
】

拝
啓
〔
全
集
〕

1

4
7
拝
啓
。

(改
行
な
し
)
不

一。

〔
全
集
〕

l
t

(改
行
)

{ノ

l
卜
}

御
本
|
|
こ
の
年
、
十
月
ま
で
に
山
岸
外
史
は
、

「煉
獄
の
表
情
』
(
朱
雀
書

林
、
五
月
)、
『希
望
の
表
情
」
(
実
業
之
日
本
社
、
六
月
)
、
『
新
イ
ソ
ッ
プ
物

語
』
(
主
婦
之
友
社
、
八
月
)
を
上
梓
し
て
い
る
。
そ
の
い
ず
れ
か
か
。

拝
啓
。

先
日
は
、
い
ろ
い
ろ
失
礼
。
お
ゆ
る
し
下
さ
い
。
た
だ
い
ま
は
、
御

本
を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
た
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
け
ふ
、
こ
れ
か
ら
拝

見
す
る
つ
も
り
で
あ
り
ま
す
。

た
の
し
み
で
す
。

ま
た
一
仕
事
す
み
ま
し
た
ら
、
本
郷
へ
遊
び
に
行
き
た
い
と
考
へ

て
居
り
ま
す
。

で
は
、
い
づ
れ
ゆ
っ
く
り
。

御
内
に
も
よ
ろ
し
く
願
ひ
ま
す
。

不

一。

本
郷
区
駒
込
千
駄
木
町
五
十
山
岸
外
史
様

十

一

日

府

下
三
鷹
町
下
連
雀

一一

一ニ
太
宰
治

149 


	4877372237-20060309-0130
	4877372237-20060309-0131

